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項目 ページ 修正箇所

1.1　特長 1-2 パッケージ LQFP-48（FP-48B）追加

ビット ビット名 説　　　明

4

3

2

ACMP2

ACMP1

ACMP0

アドレスコンペア 2～0

BARと内部アドレスバスの比較条件を設定します。

000：16ビット比較します。

001：上位 12ビット比較します。

010：上位 8ビット比較します。

011：上位 4ビット比較します。

1XX：予約（設定しないでください。）

4.1.1　アドレスブレークコントロールレジ

スタ（ABRKCR）

4-2

4-4 説明修正

アドレスブレーク機能は、ABRKSRの ABIFが 1にセットされ、ABRKSRの ABIEが 1にセットされてい

るとき、CPUに対して割り込み要求を発生します。ここで ABRKSRの ABIFは、BARに設定されたアド

レス、BDRに設定されたデータ、および ABRKCRに設定された条件の組み合わせで、1にセットされます。

4.　アドレスブレーク

4.2　動作説明

4-5 図 4.2　アドレスブレーク割り込み動作例（3）削除

周波数(MHz) 2 16 20

Rs（max） 500Ω 50Ω 40Ω

Co（max） 7pF

5.1.1　水晶発振子を接続する方法

表 5.1　水晶発振子のパラメータ

5-3
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項目 ページ 修正箇所

5.2 サブクロック発振器

図 5.7　サブクロック発振器ブロック図

5-4
X2

X1

【注】 抵抗値は参考値です。�

8MΩ

5.4.1　発振子に関する注意事項 5-6 説明修正

発振回路の回路定数は発振子、実装回路の浮遊容量などにより異なるため、発振子メーカと

充分ご相談の上決定してください。

ビット ビット名 説　　　明

6

5

4

STS2

STS1

STS0

スタンバイタイマセレクト 2～0

スタンバイモード、サブアクティブモード、サブスリープモ

ードからアクティブモード、スリープモードに遷移する際、

システムクロック発振器が発振を開始してからクロックを供

給するまでの待機ステート数を設定します。動作周波数に応

じて待機時間が 6.5ms以上となるように設定してください。

設定値と待機ステート数の関係は表 6.1のとおりです。

外部クロックを使用する場合は最小値（STS2＝STS1＝STS0

＝1）を推奨します。

3 NESEL ノイズ除去サンプリング周波数選択

サブクロック発振器はウォッチクロックφwを生成し、シス

テムクロック発振器は OSCクロックφoscを生成していま

す。本ビットは、ウォッチクロックφwをサンプリングする

ときの OSCクロックのサンプリング周波数を選択します。

φosc＝2～10MHzのときは、0を設定してください。

6.1.1　システムコントロールレジスタ 1

（SYSCR1）

6-2

待機ステート数 20MHz

8,192ステート 0.4

16,384ステート 0.8

32,768ステート 1.6

65,536ステート 3.3

131,072ステート 6.6

1,024ステート 0.05

128ステート 0.00

16ステート 0.00

6.1.1　システムコントロールレジスタ 1

（SYSCR1）

表 6.1　動作周波数と待機時間

6-3

6.2.4　サブアクティブモード 6-8 説明修正

サブアクティブモードの動作周波数は、SYSCR2の SA1、SA0により、ウォッチクロック（φw）の 2分

周、4分周、8分周から選択できます。動作周波数は SLEEP命令実行後、SLEEP命令実行前に設定した周

波数に切り替わります。
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項目 ページ 修正箇所

7. ROM 7-1 説明修正

・書き換え回数

1000回まで書き換え可能です。

・低消費電力モード

サブアクティブモードでは電源回路の一部の動作を停止させることができます。これによりフラッシュメ

モリを低消費電力で読み出すことができます。

7.2.4　フラッシュメモリパワーコントロー

ルレジスタ（FLPWCR）

7-4 説明修正

FLPWCRは LSIがサブアクティブモードに遷移するときフラッシュメモリを低消費電力モードにするかど

うかを選択します。低消費電力モードでフラッシュメモリの電源回路の一部の動作を停止し、フラッシュ

メモリの読み出しができるモードと、サブアクティブモード動作に移行しても、フラッシュメモリの電源

回路の動作は保持しフラッシュメモリの読み出しを可能にするモードがあります。

7.2.5　フラッシュメモリイネーブル

レジスタ（FENR）

7-5 説明修正

FENRのビット 7（FLSHE）は、CPUからフラッシュメモリの制御レジスタ FLMCR1、FLMCR2、EBR1、

FLPWCRをアクセスする場合のアクセス許可／禁止を設定します。

7.3.1 ブートモード

表 7.2　ブートモードの動作

7-7
項
目

ブ
｜
ト
モ
｜
ド
起
動

ビ
ッ
ト
レ
｜
ト
の
合
わ
せ
込
み

フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
消
去

通信内容

処理内容

ホストの動作� 本LSIの動作

処理内容

所定のビットレートでH'00を連続送信

リセットスタート後
ブートプログラムへ分岐

ブートプログラム起動

・受信データH'00のLow期間を測定

・ビットレートを計算し、SCI3のBRRを設定

・ビットレート合わせ込み終了後、ホストへ
　H'00を送信

内蔵RAMに転送された書き込み
制御プログラムへ分岐し実行を開始

H'00,H'00・・・H'00

H'00

H'55
H'00を正常に受信したらH'55送信

ブートプログラム�
消去エラー�

フラッシュメモリのデータをチェックし、
書き込まれている場合は全ブロックを
消去してホストへH'AAを送信。
（消去できなかった場合はH'FFを
送信して、動作を停止）

H'FF

H'AA
H'AA受信

H'AA受信 H'55を受信したらホストへH'AAを送信
H'AA

書
き
込
み
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
転
送

受信した2バイトデータをホストへ
エコーバック

受信したデータをホストへ
エコーバックするとともに
RAMへ転送（N回繰り返し）

上位バイト、下位バイト

エコーバック

エコーバック

H'XX

転送する書き込み制御プログラムの
バイト数（N）を上位バイト、下位バイト
の順に2バイト送信

書き込み制御プログラムを1バイト毎に
送信（N回繰り返し）

ホストのビットレート LSIのシステムクロック周波数範囲

19200bps 16～20MHz

表 7.3　ビットレート自動合わせ込みが可能

なシステムクロック周波数

7-7

7.4.1　プログラム／プログラムベリファイ 7-9 説明修正

7.　ベリファイアドレスへのダミーライトは、下位２ビットが b'00のアドレスに H'FFを１バイト書き込ん

でください。ベリファイデータはダミーライトを行った番地からワードもしくはロングワードで読み出

せます。
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項目 ページ 修正箇所

7.4.1　プログラム／プログラムベリファイ

図 7.3　プログラム／プログラムベリファイ

フロー

7-10 書き込みパルス印加サブルーチン

書き込み開始

SWEビット  ←  1

PVビット ← 1

128バイトの書き込みデータを書き込みデータ�
エリアと再書き込みデータエリアに格納

RAM上の再書き込みデータエリアの128バイト�
データをフラッシュメモリに連続ライト

1μs 待機�

 4μs待機�

2μs待機�

書き込み終了

書き込みパルス印加�

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライト

ベリファイデータをリード

n ←  n + 1

書き込み不良

n ← 1

m ← 0

WDTイネーブル

PSUビット ← 1

Pビット ← 1

Pビット ← 0

PSUビット ← 0

 50μs待機�

5μs待機�

 5μs待機�

WDTディスエーブル

終了

待機�
（待機時間＝書き込み時間）�

開始

ベリファイアドレス ← ブロック先頭アドレス�

下記（1）、（2）の処理の間は、RTS命令を使用しないでください。
（1）128バイトデータをフラッシュメモリにライトした後、Pビットをクリアするまでの間
（2）ベリファイアドレスにH'FFをダミーライトした後、ベリファイデータをリードするまでの間

*

*

【注】 *

7.4.3　フラッシュメモリの書き込み／消去

時の割り込み

図 7.4　イレース／イレースベリファイフロー

7-13

2μs待機�

消去終了

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライト

ベリファイデータをリード

No

n ←  n + 1

消去不良

EVビット ← 1

20μs待機�

ベリファイアドレス ← ブロック先頭アドレス�

ベリファイアドレスにH'FFをダミーライトした後、ベリファイデータをリードするまでの間はRTS命令を使用しないでください。

*

【注】 *

7.6　ライタモード 7-15 下記の項削除

7.6.1　ソケットアダプタ

7.6.2　ライタモードのコマンド

7.6.3　メモリ読み出し

7.6.4　自動書き込み

7.6.5　自動消去

7.6.6　ステータス読み出し

7.6.7　ステータスポーリング

7.6.8　ライタモードへの遷移時間

7.6.9　ライタモード使用時の注意事項

7-15 説明修正

・低消費電力動作状態

フラッシュメモリの電源回路の一部を停止させることができます。これにより、フラッシュメモリを低消

費電力で読み出すことができます。

7.7 フラッシュメモリの低消費電力動作

7-15 説明修正

ラッシュメモリが低消費電力動作状態またはスタンバイ状態から通常動作状態へ復帰する時は、停止した

電源回路の動作安定化時間が必要となります。

8.　RAM 8-1 一覧表追加
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項目 ページ 修正箇所

9.3　ポート 5 9-9 説明修正

ポート 5は I2Cバスインタフェース入出力端子、A/Dトリガ入力端子、ウェイクアップ割り込み入力端子と

兼用の入出力ポートです。ポート 5の各端子は図 9.3に示す構成になっています。P57/SCL、P56/SDA端

子の機能は I2Cバスインタフェースのレジスタの設定が優先されます。P56、P57の出力バッファは NMOS

プッシュプル構造になっていますので、CMOS構造の出力バッファとは Highレベル出力特性が違います

（「第 20章　電気的特性」を参照してください）。

11.3.2　タイムコンスタントレジスタ A、B

（TCORA、TCORB）

11-3 初期値追加

TCORA、TCORBの初期値は H’FFです。

説明修正

TCRWは TCNTのカウンタクロックの選択、カウンタのクリア条件やタイマの出力レベルの設定を選択し

ます。

ビット ビット名 初期値 R/W 説　　　明

3 TOD 0 R/W タイマ出力レベルセット D

0：出力値 0*

1：出力値 1*

2 TOC 0 R/W タイマ出力レベルセット C

0：出力値 0*

1：出力値 1*

1 TOB 0 R/W タイマ出力レベルセット B

0：出力値 0*

1：出力値 1*

0 TOA 0 R/W タイマ出力レベルセット A

0：出力値 0*

1：出力値 1*

12.3.2　タイマコントロールレジスタW

（TCRW）

12-6

【注】 *　出力値は変更した時点で反映されます。

12.4.1 通常動作

図 12.6　トグル出力の動作例（TOA＝0、TOB

＝1の場合）

12-14 TCNTの値

H'FFFF

H'0000

GRA

GRB

説明修正

TCSRWDは TCSRWD自身と TCWDの書き込み制御を行うレジスタです。また、ウォッチドッグタイマ

の動作制御と動作状態を示す機能も持っています。本レジスタの書き換えは MOV命令で行ってください。

ビット操作命令では設定値の変更ができません。

ビット R/W

7 R/W

5 R/W

3 R/W

1 R/W

13.2.1　タイマコントロール／ステータスレ

ジスタWD（TCSRWD）

13-2
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項目 ページ 修正箇所

14.3.4　トランスミットデータレジスタ

（TDR）

14-3 初期値追加

TDRの初期値は H’FFです。

ビット ビット名 初期値 R/W

2 TEND 1 R

14.3.7　シリアルステータスレジスタ（SSR） 14-7

ビット φ(MHz)

レート 18 20

（bit/s） n N 誤差

(％)

n N 誤差

(％)

110 3 79 -0.12 3 88 -0.25

150 2 233 0.16 3 64 0.16

300 2 116 0.16 2 129 0.16

600 1 233 0.16 2 64 0.16

1200 1 116 0.16 1 129 0.16

2400 0 233 0.16 1 64 0.16

4800 0 116 0.16 0 129 0.16

9600 0 58 -0.69 0 64 0.16

19200 0 28 1.02 0 32 -1.36

31250 0 17 0.00 0 19 0.00

38400 0 14 -2.34 0 15 1.73

14.3.8　ビットレートレジスタ（BRR）

表 14.2　ビットレートに対する BRRの設定

例〔調歩同期式モード〕

14-10

Φ（MHz） 最大ビットレート

（bit/s）

n N

17.2032 537600 0 0

18 562500 0 0

20 625000 0 0

表 14.3　各周波数における最大ビットレー

ト〔調歩同期式モード〕

14-10
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項目 ページ 修正箇所

ビット φ(MHz)

レート 18 20

（bit/s） n N n N

110 ― ― ― ―

250 ― ― ― ―

500 3 140 3 155

1k 3 69 3 77

2.5k 2 112 2 124

5k 1 224 1 249

10k 1 112 1 124

25k 0 179 0 199

50k 0 89 0 99

100k 0 44 0 49

250k 0 17 0 19

500k 0 8 0 9

1M 0 4 0 4

2M ― ― ― ―

2.5M ― ― ― ―

4M ― ― ― ―

表 14.4　ビットレートに対する BRRの設定

例〔クロック同期式モード〕

14-11

ビット ビット名 説　　　明

5

4

MST

TRS

マスタ／スレーブ選択

送信／受信選択

I2Cバスフォーマットのマスタモードでバス競合負けをすると、MST、

TRSともにハードウェアによってリセットされてスレーブ受信モー

ドに変わります。なお TRSの変更は転送フレーム間で行ってくださ

い。また、スレーブ受信モードで開始条件後の 7ビットが SARに設

定したスレーブアドレスと一致し、8ビット目が 1の場合、TRSが自

動的に 1にセットされます。クロック同期式シリアルフォーマットの

マスタ受信モードでオーバランエラーが発生した場合、MSTは 0に

クリアされ、スレーブ受信モードに変わります。

15.3.1　I2Cバスコントロールレジスタ 1

（ICCR1）

15-4
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項目 ページ 修正箇所

クロック 転送レート

φ=20MHz

φ/28 714kHz

φ/40 500kHz

φ/48 417kHz

φ/64 313kHz

φ/80 250kHz

φ/100 200kHz

φ/112 179kHz

φ/128 156kHz

φ/56 357kHz

φ/80 250kHz

φ/96 208kHz

φ/128 156kHz

φ/160 125kHz

φ/200 100kHz

φ/224 89.3kHz

φ/256 78.1kHz

表 15.2　転送レート 15-5

ビット ビット名 説　　　明

7 TDRE トランスミットデータエンプティ

［セット条件］

· ICDRTから ICDRSにデータ転送が行われ、ICDRTがエン

プティになったとき

· TRSをセットしたとき

· 開始条件（再送含む）を発行したとき

· スレーブモードで受信モードから送信モードになったとき

15.3.5　I2Cバスステータスレジスタ（ICSR） 15-10

15.3.7 I2Cバス送信データレジスタ

（ICDRT）

15-12 説明内容追加、初期値追加

なお、ICMRのMLSビットを 1に設定した場合、ICDRTに書き込んだ後、リードすると MSB/LSB反転し

たデータが読み出されます。ICDRTの初期値は H'FFです。

15.3.8 I2Cバス受信データレジスタ

（ICDRR）

15-12 初期値追加

ICDRRの初期値は H’FFです。

15.4.4 スレーブ送信動作

図 15.10　スレーブ送信モード動作タイミン

グ（2）

15-20

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

19

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

2 3 4 5 6 7 8 9
SCL

（マスタ出力）

SCL
（スレーブ出力）

A

スレーブ送信モード

スレーブ受信�
モード
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項目 ページ 修正箇所

15.4.8 使用例

図 15.17　マスタ送信モードのフローチャー

ト例

15-25

ICSRのTENDクリア�

ICSRのSTOPクリア�

ICSRのTDREリード

ICDRTに送信データをライト

ICDRTに送信データをライト

BBSY＝0、SCP＝0を�

TDRE＝1？

最終バイト？
No

No

No

Yes

Yes

ICSRのTENDリード

TEND＝1？

Yes

Yes

［14］　停止条件生成待ち

［15］　スレーブ受信モードに設定�
� TDREをクリア�

［13］　停止条件発行

［12］　STOPフラグクリア�
［7］�

［8］�

［9］�

［10］�

［11］�

［12］�

［13］�

図 15.18　マスタ受信モードのフローチャー

ト例

15-26

ICDRRリード�

ICDRRリード�

RCVD＝1（ICCR1）を�
設定�

ICSRのRDRFリード

ICSRのSTOPクリア�

RDRF＝1？
No

Yes

ACKBT＝1（ICIER）を�
設定

［11］　停止条件発行

［10］　STOPフラグクリア�

［12］　停止条件生成待ち

［13］　最終バイトの受信データをリード

［14］　RCVDをクリア�

［15］　スレーブ受信モードに設定�

［7］�

［8］�

［9］�

［10］�

ICSRのTENDクリア�

ICSRのTDREをクリア�

TRS＝0（ICCR1）を設定�

［1］　TENDをクリア、マスタ受信モードに設定�
　　　 その後TDREをクリア*

［2］　送信デバイスへのアクノリッジを設定*

［3］　ICDRRダミーリード*

【注】　*　［1］～［3］の処理中に割り込みが入らないようにしてください。

マスタ受信モード

［1］�

16.　A/D変換器

16.1　特長

16-1 説明修正

・高速変換：1チャネル当り最小 3.5μs（20MHz動作時）

16.6.2 絶対精度への影響につて

図 16.6　アナログ入力回路の例

16-10

ローパス
フィルタ
C～0.1μF

センサの
出力インピーダンス
～5kΩ�

センサ
入力
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項目 ページ 修正箇所

ビット ビット名 説　　　明

1 LVDDF LVD電源電圧降下フラグ

［セット条件］

電源電圧が LVDCRの LVDSELで設定された電圧以下に降下

したとき

0 LVDUF LVD電源電圧上昇フラグ

［セット条件］

電源電圧が LVDCRの LVDSELで設定された電圧以上に上昇

したとき

17.2.2　低電圧検出ステータスレジスタ

（LVDSR）

17-3

17.3.2 低電圧検出回路

（2）低電圧検出割り込み回路（LVDI）

17-6 説明修正

LVDIは電源電圧が降下して Vint電位（LVDCRの LVDSELに設定した電位）以下になると、LVDINT信号

が 0となり、LVDDFが 1にセットされます。このとき LVDDEが 1であれば、IRQ0割り込み要求を発生

します。

図 17.4　低電圧検出割り込み回路動作タイ

ミング

17-6

LVDDF

LVDUE

LVDUF

LVDDE

IRQ0割り込み発生�IRQ0割り込み発生�

（3）低電圧検出回路動作／解除設定手順 17-7 説明修正

2.　基準電圧および低電圧検出電源が安定するまでの時間（tLVDON＝10μs）を待った後、LVDDFと LVDUF

をクリアして、必要に応じて LVDCRの LVDRE、LVDDE、LVDUEを 1にセットします。

20.2　電源的特性（F-ZTATTM版）

20.2.1 電源電圧と動作範囲

（1）電源電圧と発振周波数の範囲

20-2

10.0

2.0

20.0

3.0 4.0 5.5 Vcc(V)

φosc(MHz)

・アクティブモード�
・スリープブモード�

AVCC=3.3～5.5V
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項目 ページ 修正箇所

20.2 電気的特性（F-ZTATTM版）

20.2.1　電源電圧と動作範囲

（2）電源電圧と動作周波数の範囲

20-2

10.0

1.0

20.0

3.0 4.0 5.5 Vcc(V)

φ(MHz)

1250

78.125

2500

3.0 4.0 5.5 Vcc(V)

φ(kHz)

・アクティブモード�
・スリープブモード�
  （SYSCR2のMA2=0のとき）

・アクティブモード�
・スリープブモード�
  （SYSCR2のMA2=1のとき）

AVCC=3.3～5.5V

AVCC=3.3～5.5V

（3）アナログ電源電圧と A/D変換器の精度

保証範囲

20-3

10.0

2.0

20.0

3.3 4.0 5.5 AVcc(V)

φ(MHz)

・アクティブモード�
・スリープブモード�

VCC=3.0～5.5V

記号 適用端子 測定条件 規格値 単位

Min Typ Max

VIL PB0～PB7 Vcc=4.0～5.5V －0.3 ― AVcc×0.3 V

－0.3 ― AVcc×0.2 V

20.2.2　DC特性

表 20.2　DC特性（1）

20-5
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項目 ページ 修正箇所

記号 測定条件 規格値 単位

Min Typ Max

IOPE1 アクティブモード 1 ― 20.0 30.0 mA

Vcc＝5.0V、fOSC＝20MHz

アクティブモード 1 ― 8.0 ― mA

Vcc＝3.0V、fOSC＝10MHz

IOPE2 アクティブモード 2 ― 2.0 3.0 mA

Vcc＝5.0V、fOSC＝20MHz

アクティブモード 2 ― 1.2 ― mA

Vcc＝3.0V、fOSC＝10MHz

ISLEEP1 スリーブモード 1 ― 16.0 22.5 mA

Vcc＝5.0V、fOSC＝20MHz

スリーブモード 1 ― 8.0 ― mA

Vcc＝3.0V、fOSC＝10MHz

ISLEEP2 スリーブモード 2 ― 1.8 2.7 mA

Vcc＝5.0V、fOSC＝20MHz

スリーブモード 2 ― 1.2 ― mA

Vcc＝3.0V、fOSC＝10MHz

ISUB Vcc＝3.0V ― 40.0 70.0 µA

32kHz水晶発振子使用時

（φSUB＝φw/2）

Vcc＝3.0V ― 30.0 ― µA

32kHz水晶発振子使用時

（φSUB＝φw/8）

ISUBSP Vcc＝3.0V ― 30.0 50.0 µA

32kHz水晶発振子使用時

（φSUB＝φw/2）

20.2.2　DC特性

表 20.2　DC特性（1）

20-8

記号 測定条件 規格値 単位

Min Typ Max

fOSC Vcc＝4.0～5.5V 2.0 ― 20.0 MHz

tREL アクティブモード、

スリープモード動作時

200 ― ― ns

20.2.3　AC特性

表 20.3　AC特性

20-10
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項目 ページ 修正箇所

記号 適用端子

tIH NMI

IRQ0～IRQ3

WKP0～WKP5

TMCIV、TMRIV

TRGV、ADTRG

FTCI、FTIOA

FTIOB、FTIOC

FTIOD

tIL NMI

IRQ0～IRQ3

WKP0～WKP5

TMCIV、TMRIV

TRGV、ADTRG

FTCI、FTIOA

FTIOB、FTIOC

FTIOD

20.2.3　AC特性

表 20.3　AC特性

20-11

項目 記号 測定条件 規定値 単位

Min

受信データセットアップ時間 tRXS Vcc＝4.0～5.5V 50.0 ns

（クロック同期） 100.0 ns

受信データホールド時間 tRXH Vcc＝4.0～5.5V 50.0 ns

（クロック同期） 100.0 ns

表 20.5　シリアルコミュニケーションイン

タフェース（SCI）タイミング

20-12

項目 記号 測定条件

アナログ電源電流 AIOPE AVcc＝5.0V

fosc＝20MHz

20.2.4　A/D変換特性

表 20.6　A/D変換器特性

20-13

項目 記号 測定条件 規格値 単位

Min Typ Max

書き換え回数 NWEC － － 1000 回

20.2.6　フラッシュメモリ特性

表 20.8　フラッシュメモリ特性

20-15

20.3　電気的特性（マスク ROM版）

20.3.1 電源電圧と動作範囲

（1）電源電圧と発振周波数の範囲

20-17

10.0

2.0

20.0

2.7 4.0 5.5 Vcc(V)

φosc(MHz)

・アクティブモード�
・スリープブモード�

AVCC=3.0～5.5V
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項目 ページ 修正箇所

（2）電源電圧と動作周波数の範囲 20-17

10.0

1.0

20.0

2.7 4.0 5.5 Vcc(V)

φ(MHz)

1250

78.125

2500

2.7 4.0 5.5 Vcc(V)

φ(kHz)

・アクティブモード�
・スリープブモード�
  （SYSCR2のMA2=0のとき）

・アクティブモード�
・スリープブモード�
  （SYSCR2のMA2=1のとき）

AVCC=3.0～5.5V

AVCC=3.0～5.5V

20.3.1　電源電圧と動作範囲

（3）アナログ電源電圧と A/D変換器の精度

保証範囲

20-18

10.0

2.0

20.0

3.0 4.0 5.5 AVcc(V)

φ(MHz)

・アクティブモード�
・スリープブモード�

VCC=2.7～5.5V

記号 適用端子 測定条件 規格値 単位

Min Typ Max

VIL PB0～PB7 Vcc=4.0～5.5V －0.3 ― AVcc×0.3 V

－0.3 ― AVcc×0.2 V

20.3.2　DC特性

表 20.10　DC特性（1）

20-20
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項目 ページ 修正箇所

記号 測定条件 規格値 単位

Min Typ Max

IOPE1 アクティブモード 1 ― 20.0 30.0 mA

Vcc＝5.0V、fOSC＝20MHz

アクティブモード 1 ― 8.0 ― mA

Vcc＝3.0V、fOSC＝10MHz

IOPE2 アクティブモード 2 ― 2.0 3.0 mA

Vcc＝5.0V、fOSC＝20MHz

アクティブモード 2 ― 1.2 ― mA

Vcc＝3.0V、fOSC＝10MHz

ISLEEP1 スリーブモード 1 ― 16.0 22.5 mA

Vcc＝5.0V、fOSC＝20MHz

スリーブモード 1 ― 8.0 ― mA

Vcc＝3.0V、fOSC＝10MHz

ISLEEP2 スリーブモード 2 ― 1.8 2.7 mA

Vcc＝5.0V、fOSC＝20MHz

スリーブモード 2 ― 1.2 ― mA

Vcc＝3.0V、fOSC＝10MHz

ISUB Vcc＝3.0V ― 40.0 70.0 µA

32kHz水晶発振子使用時

（φSUB＝φw/2）

Vcc＝3.0V ― 30.0 ― µA

32kHz水晶発振子使用時

（φSUB＝φw/8）

ISUBSP Vcc＝3.0V ― 30.0 50.0 µA

32kHz水晶発振子使用時

（φSUB＝φw/2）

ISTBY 32kHz水晶発振子使用時 ― ― 5.0 µA

20.3.2　DC特性

表 20.10　DC特性（1）

20-23

記号 測定条件 規格値 単位

Min Typ Max

fOSC Vcc＝4.0～5.5V 2.0 ― 20.0 MHz

tREL アクティブモード、

スリープモード動作時

200 ― ― ns

20.3.3　AC特性

表 20.11　AC特性

20-25
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項目 ページ 修正箇所

記号 適用端子

tIH NMI

IRQ0～IRQ3

WKP0～WKP5

TMCIV、TMRIV

TRGV、ADTRG

FTCI、FTIOA

FTIOB、FTIOC

FTIOD

tIL NMI

IRQ0～IRQ3

WKP0～WKP5

TMCIV、TMRIV

TRGV、ADTRG

FTCI、FTIOA

FTIOB、FTIOC

FTIOD

20.3.3　AC特性

表 20.11　AC特性

20-26

項目 記号 測定条件 規定値 単位

Min

受信データセットアップ時間 tRXS Vcc＝4.0～5.5V 50.0 ns

（クロック同期） 100.0 ns

受信データホールド時間 tRXH Vcc＝4.0～5.5V 50.0 ns

（クロック同期） 100.0 ns

表 20.13　シリアルコミュニケーションイン

タフェース（SCI）タイミング

20-27

項目 記号 測定条件

アナログ電源電流 AIOPE AVcc＝5.0V

fosc＝20MHz

20.3.4　A/D変換特性

表 20.14　A/D変換器特性

20-28

図 20.3　入力タイミング 20-30

tIL

VIH
VIL

tIH

~

~

FTCI、FTIOA

FTIOB、FTIOC

FTIOD

TMCIV、TMRIV

TRGV


